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１． 開 会 

 

 

２． 挨 拶 （中国地方整備局 鳥取河川国道事務所長） 

 

 

３． 議 題 

   （１）規約の改正について            ・・・・ 資料１ 

（２）冬期道路交通確保対策について        ・・・・  資料２ 

（３）その他            

 

 

４． 閉 会 
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冬期道路交通確保対策会議 規約 

 

（名 称） 

第 1条 本会は、冬期道路交通確保対策会議（以下「対策会議」という）と称する。 

 

（目 的） 

第 2 条 対策会議は、鳥取県東部地区及び岡山県勝英地区において、冬期の大雪等の異常気象

等による主要幹線道路の不通や交通渋滞などの事態を回避するため、対策を検討し、併せ

て関係する機関が連携する体制を構築することを目的とする。 

  

（構成員） 

第 3条 対策会議の構成員は、別表-1に掲げる委員を持って構成する。 

   2．対策会議の下部組織として、別表-2に掲げる幹事をもって幹事会を構成する。  

 

（対策会議） 

第 4条 対策会議に委員長をおき、国土交通省中国地方整備局鳥取河川国道事務所長の職にあ 

るものがあたる。委員長に事故あるときは、委員長があらかじめ指名した者がその職務 

を代行する。 

  2．委員長は、対策会議を総括し、委員を招集する。 

  3．委員長は、委員に諮った上で、委員の変更または追加を行うことができる。 

  4．委員長は、必要に応じて会議へのオブザーバーの出席を求めることができる。 

 

（幹事会） 

第 5条 幹事会に幹事長をおき、中国地方整備局鳥取河川国道事務所総括保全対策官の職にあ 

るものがあたる。幹事長に事故があるときは、幹事長があらかじめ指名した者がその職 

務を代行する。 

    2．幹事長は、幹事会を総括し、幹事を招集する。 

     3．幹事長は、必要に応じ臨時の幹事を選出し、幹事会に参加させることができる。 

 

（連絡会議の開催） 

第 6条 幹事長は、次の 1）または 2）に該当する場合、幹事会を構成する各機関（以下「各機

関」という）から担当職員を招集し、連絡会議を開催する。 

1）気象庁より「大雪に関する気象情報」が発表された場合。 

2）各機関からの要請を受け、幹事長が必要と判断した場合。 

2．連絡会議では、以下の内容について各機関相互で確認するものとする。 

1）気象情報の詳細な説明（降雪が予想される地域、降雪量の見通し等） 

2）共有する情報の内容確認 

3）各機関の体制の確認 

資料－１ 



（事務局） 

第 7条 対策会議の運営に関わる事務を行う事務局を置く。 

  2．事務局は国土交通省中国地方整備局鳥取河川国道事務所道路管理第一課に置く。 

 

（雑則） 

第 8条 この規約の変更並びにその他「対策会議」の業務遂行に関して必要な事項は「対策会 

議」に諮って定める。 

附則 

 本規約は、平成２９年１０月１６日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



(1) 対策会議の組織構成 

 別表-1 対策会議の組織構成 

  

委員長 国土交通省中国地方整備局鳥取河川国道事務所長 

 

 委 員 国土交通省中国地方整備局道路部道路管理課長 

     国土交通省中国地方整備局倉吉河川国道事務所長 

国土交通省中国地方整備局岡山国道事務所長 

 

鳥取県県土整備部長 

鳥取県危機管理局長 

鳥取県鳥取県土整備事務所長 

鳥取県八頭県土整備事務所長 

岡山県土木部長 

     岡山県危機管理課長 

     岡山県美作県民局建設部勝英地域建設部長 

     鳥取市都市整備部道路課長 

     智頭町地域整備課長 

     西粟倉村建設課長 

     美作市建設部建設課長 

 

鳥取県警察本部交通部交通規制課長 

鳥取県警察本部交通部高速道路交通警察隊長 

鳥取県警察智頭警察署長 

岡山県警察本部交通部交通規制課長 

岡山県警察本部交通部高速道路交通警察隊長 

岡山県警察美作警察署長 

兵庫県警察本部交通部高速道路交通警察隊長 

 

     西日本高速道路株式会社関西支社 福崎高速道路事務所長 

     西日本高速道路株式会社中国支社 津山高速道路事務所長 

 

 

【オブザーバー】 中国管区警察局 総務監察・広域調整部 高速道路管理官  

 中国管区警察局 総務監察・広域調整部 広域調整第二課長         

 

 

 



(2) 対策会議幹事会の組織構成 

 別表-2  対策会議幹事会の組織構成 

幹事長 国土交通省中国地方整備局鳥取河川国道事務所 総括保全対策官 

 

 幹 事 国土交通省中国地方整備局道路部道路管理課 課長補佐 

国土交通省中国地方整備局倉吉河川国道事務所 副所長 

     国土交通省中国地方整備局岡山国道事務所 副所長 

 

鳥取県県土整備部道路企画課長 

鳥取県危機管理局 副局長 

鳥取県鳥取県土整備事務所維持管理課長 

鳥取県八頭県土整備事務所維持管理課長 

岡山県土木部道路整備課長 

     岡山県危機管理課総括参事 

     岡山県美作県民局建設部勝英地域建設部勝英地域維持補修課長 

     鳥取市都市整備部道路課 課長補佐 

     智頭町地域整備課 課長補佐 

     西粟倉村建設課 課長補佐 

     美作市建設部建設課 課長補佐 

 

鳥取県警察本部交通部交通規制課 課長補佐 

鳥取県警察本部交通部高速道路交通警察隊 副隊長 

鳥取県警察智頭警察署交通課長 

岡山県警察本部交通部交通規制課 課長補佐 

岡山県警察本部交通部高速道路交通警察北部方面隊長 

岡山県警察美作警察署交通課長 

兵庫県警察本部交通部高速道路交通警察隊 隊長補佐 

 

     西日本高速道路株式会社関西支社 福崎高速道路事務所統括課長 

     西日本高速道路株式会社中国支社 津山高速道路事務所統括課長 

 

【オブザーバー】 

中国管区警察局 総務監察・広域調整部高速道路管理官付 課長補佐 

中国管区警察局 総務監察・広域調整部 広域調整第二課 課長補佐 

【連絡会議参加】 

    鳥取地方気象台 

    岡山地方気象台 

 



冬期道路交通確保対策会議 
会議資料 

平成29年10月16日 

 資料－２ 



1. 状況の整理 

 
① 鳥取県から岡山県北部にかけて広い範囲で大雪 ⇒除雪車フル稼働 
② 智頭町で１月の観測史上最大の積雪量（111cm） 
③ 関西圏や山陽地方を結ぶ重要な路線 

 
① 最大で43時間の通行止め 
② 立ち往生車両が上り線(50台)、下り線(30台)が発生 
③ 立ち往生車両の対応(牽引等)で除雪作業の効率が低下 

 
① 国道53号 奥本地区で立ち往生車両(15台)が発生 
② 国道53号 市瀬地区で智頭IC入口を起点に上下線で渋滞が発生 
③ 国道373号 鳥取自動車道の通行止めを起因に狭小区間で立ち往生が発生 

 
① 大雪が想定される場合は、関係機関との連絡会議を実施 
② 大雪による除雪作業等の情報共有の実施 
③ 道路利用者への情報提供        ④ 広域支援の体制強化 

2. 今後の対応の視点 

    1.除雪体制及び除雪方法                2.各関係機関との情報共有            3.一般住民やドライバーへの情報提供 
    4.広域支援など異常降雪時の支援体制強化      5.長時間発生した際のドライバー支援 

3. 問題点と課題(対応方針)の整理 

視点 

除雪体制及び除雪方法 

各関係機関との情報共有 

一般住民やドライバーへの 
情報提供 

問題点 課題（対応方針） 

◆大型車両の立ち往生により迅速に対処できず後続車両が滞留した 
◆除雪車が立ち往生処理により除雪作業の効率が低下した 
◆異常な降雪であったため、通常の通行規制計画（規制区間と規制の  
 タイミング）では対応が困難であった 
◆広範囲な通行止めとなり人員配置に時間を要した 

◆各道路管理者や警察との情報共有が不足した 
◆交通障害、交通状況に係るリアルタイムな把握が必要であった 
◆緊急時の関係機関との連絡体制が必要であった 

◆道路利用者や滞留車両へ情報提供が不足した 

●立ち往生車両のための事前対策 
●効率的な集中除雪方法の検討 
●IC通行止め措置の迅速化 
●除雪体制の強化と異常降雪時の除雪方法の改善 
●異常降雪を想定した行動計画（タイムライン）の策定 
●異常降雪時の迂回路設定と大型車の流入抑制 
●道路監視体制の強化 

●各関係機関が連携した情報収集体制の強化 
●ホットラインの構築 
●連絡会議による情報の一元化と定期共有 

●住民・ドライバー・企業等が求める情報の迅速な提供 
●不要不急の外出を控える呼び掛け等行動抑制情報の提供 
●広域的な迂回路情報提供 

国道53号、373号の状況 

鳥取自動車道の状況 

即応対策 

気象・地域特性 

広域支援など異常降雪時の
支援体制強化 

◆支援に対する事前準備が遅れた 

●異常降雪時の広域除雪支援体制強化 
●災害協定業者等の活用 

長時間発生した際の 
ドライバー支援 ●ドライバー支援体制の強化と事前準備による各種支援策 

◆異常な降雪量では、現状の除雪体制では限界（応援が必要） 

 冬期の交通確保対策について  ～問題点と課題（対応方針）の整理～   



 

・冬用タイヤ、チェーンの早期装着に係る広報・啓発の強化【全機関】 
・立ち往生が予想される箇所への牽引用車両及び人員の待機【国】        

・IC、除雪基地等における冬用タイヤやチェーン指導の実施【国・警察】        
・トラック協会等へのチェーン装着への協力依頼 【国・県】 
・スタックポイントにおける対策検討【国・県】 
 
 

立ち往生車両のための事前対策 

 

・立ち往生車両への迅速な対応などスタックオペレーションの検討【全機関】     
・鳥取道の通行止め計画の検討、除雪優先区間の見直し【国】            
・待機場所も含めた通行規制のための人員配置計画の見直し【国】         

効率的な集中除雪方法の検討 

 

・異常降雪時における行動計画（タイムライン）の策定及び訓練【全機関】 

異常降雪を想定した行動計画（タイムライン）の策定 

 

・除雪車稼働位置の把握（ＧＰＳを活用した除雪機械の管理）【国】 
・異常降雪時の除雪体制の見直し（班編制）【国・県】 

除雪体制の強化と異常降雪時の除雪方法の改善 

 

・一般道への大型車流入抑制方法の検討【県・警察】 
・新たに流入する交通の抑制及び他路線への誘導方法の検討【国・県・NEXCO】 

・一般通過交通の流入を防ぐための広域的迂回路の検討【国】 
 

 

異常降雪時の迂回路設定と大型車の流入抑制 

 

・新たに流入する交通の抑制及び他路線への誘導方法の検討【全機関】 

渋滞部における流入抑制・交通誘導の強化 

１．除雪体制・除雪方法 

 

・気象現況、気象予測、道路・交通、体制状況の情報共有【全機関】 
・職員の相互派遣による情報収集【国・県】                     
 

各関係機関が連携した情報収集体制の強化 

 

・ホットラインによる円滑な連絡体制の構築（強化）【全機関】        

ホットラインの構築 

 

・各関係機関からの情報を集約し、定期に配信【国】              

連絡会議による情報の一元化と定期共有 

２．各関係機関との情報共有 

 

・IC通行止めのための人員等の配置（待機場所）の見直し【国】        

・IC自動遮断機の設置検討【国】 
 

IC通行止め措置の迅速化 

赤字：今後検討を要する施策 

・CCTVカメラ増設の検討【国・県】 

 道路監視体制の強化 

青字：１月の豪雪を踏まえ対応の目途がついた施策（引き続き改善等について検討） 

 冬期の交通確保対策について  ～対応策～   



３．一般住民やドライバーへの情報提供 

 

・市町村の提供媒体を活用した行動抑制情報の提供【市町村】 
・広報車（市町村）、防災無線の活用の検討【市町村】 
 
 

不要不急の外出を控える呼び掛け等行動抑制情報の提供 

 

・マスコミとの連携・協力の検討（テレビテロップ等）【全機関】 
・情報提供手段の検討（トリピーメール、防災アプリ、HP）【全機関】    
・コンビニ、ガソリンスタンド等による情報提供【国・県】               
・滞留車両への物資支援時の情報提供【国・県・市町村】           
・道路情報板の有効活用【国・警察・NEXCO】 
 

住民・ドライバー・企業等が求める情報の迅速な提供 

４．広域支援など異常降雪時の支援体制強化 

 

・異常降雪が発生した場合の広域的な除雪支援体制の構築【国・NEXCO】      

異常降雪時の広域除雪支援体制強化 
 

・災害協定業者等の活用による機械、資機材、人員の確保【国・県】    

災害協定業者等の活用 

 

・ドライバー支援に対する各関係機関の連携・協力【国・県・市町村】 
・支援物資の調達・備蓄と集中除雪に合わせた配布方法の検討【国・県・市町村】 

ドライバー支援体制の強化と事前準備による各種支援策 

５．長時間発生した際のドライバー支援 

 

・隣接県や高速道路会社と連携した広域的な迂回路情報提供の検討 
 【国・ 県・NEXCO】 

広域的な迂回情報の提供 

青字：１月の豪雪を踏まえ対応の目途がついた施策（引き続き改善等について検討） 

赤字：今後検討を要する施策 

 冬期の交通確保対策について  ～対応策～   



 １．除雪体制及び除雪方法  ～立ち往生車両のための事前対策～   

冬用タイヤ、チェーンの早期装着に係る広報・啓発の強化 
IC、除雪基地等における冬用タイヤやチェーン指導の実施 

トラック協会等へのチェーン装着への協力依頼  

【H28実施内容】 
・冬用タイヤ指導の実施（大原IC）（シーズン中） 
・冬用タイヤ早期装着のチラシ配布・啓発活動（12月） 
・中四国・近畿トラック協会等へのチェーン装着の協力依頼（12月） 

【H29以降の対策】 ※赤字は新たな取り組み 

・冬用タイヤ指導の実施（大原IC、河原IC）（シーズン初め、シーズン中） 
・冬用タイヤ早期装着のチラシ配布・啓発活動（11月、12月） 
・中四国・近畿トラック協会等へのチェーン装着の協力依頼（11月） 冬用タイヤ指導の状況（H29.2.10実施） 

H29配布チラシ（案） 

チラシ配布、啓発活動：鳥取IC(上り側) 

冬用タイヤ指導箇所：大原IC(下り側) 

冬用タイヤ指導箇所：河原IC(上り側) 



 １．除雪体制及び除雪方法  ～立ち往生車両のための事前対策～   

立ち往生が予想される箇所への牽引用車両及び人員の待機 

【H28実施内容】 
・大雪注意報発令時に福原PAに機械・人員待機 
 
 
 
 

【H29以降の対策】 ※赤字は新たな取り組み 

・H28実績を踏まえ、以下の体制を実施 
 －ほき詰橋：H29.2豪雪時の体制を継続 
 －笹尾高架橋：除雪ドーザ1台(ﾘｰｽ)を坂根交差点に待機 
 －智頭IC：除雪グレーダ1台(災害対策協定業者)を市瀬除雪 
         基地に待機、人員3名配置 

【H29.2ほき詰橋（福原PA）体制】 
・機械：除雪グレーダ  1台（除雪及び牽引用） 
      除雪ドーザ  1台（牽引用）(ﾘｰｽ) 
・人員：スタック対応作業班として３名を配置 

ほき詰橋 

福原PA スタック発生箇所 

ほき詰橋付近平面図 

ｽﾀｯｸ発生箇所（ほき詰橋：上り） 

ｽﾀｯｸ発生箇所（笹尾高架橋：下り） 

ｽﾀｯｸ発生箇所（智頭ICランプ部） 

大原 
除雪基地 

市瀬 
除雪基地 

新河原 
除雪基地 

福原PA 



 １．除雪体制及び除雪方法  ～立ち往生車両のための事前対策～   

スタックポイントにおける対策検討 

【H28実施内容】 
・ほき詰橋スタックオペレーションを策定・実施 

【H29以降の対策】 ※赤字は新たな取り組み 

・ほき詰橋付近でスタック車両の引き込みが可能と 
 なるように待避所を整備 

ほき詰橋 
至
佐
用 

スタック車両 除雪ドーザ 

至
鳥
取 

【除雪ドーザの動き】 
福原ＰＡ出動 

↓ 
スタック車両 前に移動 

↓ 
スタック車両牽引 

↓ 
新設の待避所に引き込み 

牽引 

ほき詰橋付近の待避所整備箇所 

牽引して移動 
待避所整備箇所 L=200m 

立ち往生車両の状況（H28.1） 待避所（整備箇所） 

H29：待避所の整備 
H30以降：待避所L=約200mを確保 



 １．除雪体制及び除雪方法  ～効率的な集中除雪方法の検討～   

立ち往生車両への迅速な対応などスタックオペレーションの検討 

【H28実施内容】 
・ほき詰橋スタックオペレーションを策定・実施 

【H29以降の対策】 ※赤字は新たな取り組み 

・立ち往生車両の後方に滞留する滞留車両を早期に 
誘導し、効率的な立ち往生車両の排除を実施する。 

【H28実施内容】 
・除雪優先区間：西粟倉IC～智頭IC（L=17.3km） 
 ⇒H29.2.27除雪優先区間を見直し 
            大原IC ～河原IC (L=40.8km) 

【H29以降の対策】 ※赤字は新たな取り組み 

・改善点：滞留車両を排除し、集中除雪・早期開放実現 
 －除雪優先区間：大原IC ～河原IC(L=40.8km) 
 －通行止め区間：佐用JCT～河原IC(L=52.0km) 

※大型車流入抑制のため、佐用JCTから通行止めとする 

スタックオペレーションの検討 

通行止め計画の検討、除雪優先区間の見直し 

スタックオペレーション 【自専道IC間全面通行止め】上り線立ち往生車両発生の場合 

【スタック対策オペレーション】 
 → ① IC間を上下線通行止め 
 → ② 一般車両の通行がないことを確認  
 → ③ 立ち往生車両以外の車両を逃がす  
 → ④ 除雪機械は逆走して立ち往生車両の前へ  
 → ⑤ 立ち往生車両を最寄りの移動先（待避所・立ち往生車両排除スペース、最寄りIC）までけん引 
 → ⑥ 集中除雪・安全確認・通行止め解除 

除雪機械 上り線 

下り線 

滞留車両 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ＩＣ ＩＣ 
立ち往生車両 

 
 

立ち往生車両 除雪機械 

①・② 

⑤ 

①・② ③ 
④ 

立ち往生車両排除スペース整備 

待避所の整備 

※逆走時はパトカーによる先導が必要と 
  なるが、IC間を上下線通行止め区間 
  とすることで、逆走が可能 



鳥取ＩＣ

鳥取南ＩＣ

河原ＩＣ

用瀬ＩＣ
(用瀬PA)

智頭ＩＣ

智頭南ＩＣ

西粟倉ＩＣ

大原ＩＣ

佐用平福ＩＣ

佐用ＪＣＴ

駒帰交差点

坂根交差点

福原PA

至 兵庫至 岡山

山崎ＩＣ

志戸坂ＴＮ

佐用ＴＢ
（佐用本線料金所）

下
り

上
り

鳥取県

岡山県

岡山県

兵庫県

佐用ＩＣ

用瀬
PA

鳥取西ＩＣ

新河原除雪基地

市瀬除雪基地

大原除雪基地

坂根連絡所

保守業者事務所

 １．除雪体制及び除雪方法  ～効率的な集中除雪方法の検討～   

鳥取道の通行止め計画の検討、除雪優先区間の見直し 

鳥取自動車道 
路線図 

河原IC 

佐用JCT 

通 
行 
止 
め 
区 
間 

河原IC 

大原IC 

除 
雪 
優 
先 
区 
間 

ｽﾀｯｸ発生箇所 
（ほき詰橋：上り） 

ｽﾀｯｸ発生箇所 
（笹尾高架橋：下り） 

ｽﾀｯｸ発生箇所 
（智頭ICランプ部） 

【H28実施内容】 
・除雪優先区間：西粟倉IC～智頭IC（L=17.3km） 
 ⇒H29.2.27除雪優先区間を見直し 
            大原IC ～河原IC (L=40.8km) 

【H29以降の対策】 ※赤字は新たな取り組み 

・改善点：滞留車両を排除し、集中除雪・早期開放実現 
 －除雪優先区間：大原IC ～河原IC(L=40.8km) 
 －通行止め区間：佐用JCT～河原IC(L=52.0km) 

※大型車流入抑制のため、佐用JCTから通行止めとする 

通行止め計画の検討、除雪優先区間の見直し 



 １．除雪体制及び除雪方法 

待機場所も含めた通行規制のための人員配置計画の見直し 
ＩＣ通行止めのための人員等の配置（待機場所）の見直し 

【H28実施内容】 
・通行止め人員 23名（佐用平福IC～鳥取西IC） 
・早期対応を図るため、ICごとに待機場所を設定し、対応人員を 
 配置した 
 ー保守業者事務所・・・鳥取西IC、鳥取IC（3名） 
 ー新河原除雪基地・・・鳥取南IC、河原IC （4名） 
 ー市瀬除雪基地・・・・・用瀬IC、智頭IC、智頭南IC（5名） 
 ー坂根連絡所・・・・・・・駒帰交差点、坂根交差点（4名） 
 ー大原除雪基地・・・・・西粟倉IC、大原IC、佐用平福IC（7名） 

【H29以降の対策】 ※赤字は新たな取り組み 

・通行止め人員 27名（佐用JCT～鳥取西IC）に増員 
（内22名は通行止め区間(佐用JCT～河原IC)の人員） 

        ※佐用JCTについてはNEXCOと情報を共有し、迅速な通行止めを行う  
 
 
 
 
 
 
  

 ～効率的な集中除雪方法の検討～ 
 ～ＩＣ通行止め措置の迅速化～ 

鳥取自動車道 
路線図 

保守業者事務所 

新河原除雪基地 
待機 

市瀬除雪基地 
待機 

坂根連絡所 
待機 

大原除雪基地 
待機 

 ー保守業者事務所・・・鳥取西IC、鳥取IC（3名） 
 ー新河原除雪基地・・・鳥取南IC、河原IC （4名） 
 ー市瀬除雪基地・・・・・用瀬IC、智頭IC、智頭南IC（5名） 
 ー坂根連絡所・・・・・・・駒帰交差点、坂根交差点（4名） 
 ー大原除雪基地・・・・・西粟倉IC、大原IC、佐用平福IC（７名） 
               佐用ＪＣＴ（NEXCOとの交代要員）（4名）  

鳥取ＩＣ

鳥取南ＩＣ

河原ＩＣ

用瀬ＩＣ
(用瀬PA)

智頭ＩＣ

智頭南ＩＣ

西粟倉ＩＣ

大原ＩＣ

佐用平福ＩＣ

佐用ＪＣＴ

駒帰交差点

坂根交差点

福原PA

至 兵庫至 岡山

山崎ＩＣ

志戸坂ＴＮ

佐用ＴＢ
（佐用本線料金所）

下
り

上
り

鳥取県

岡山県

岡山県

兵庫県

佐用ＩＣ

用瀬
PA

鳥取西ＩＣ

新河原除雪基地

市瀬除雪基地

大原除雪基地

坂根連絡所

保守業者事務所



国道２９号

鳥取ＩＣ

国道５３号

国道５３号

河原ｲﾝﾀｰ線

鳥取南ＩＣ

鳥取南ＩＣ

河原ＩＣ

国道５３号

用瀬ＩＣ
（用瀬ＰＡ）

智頭ＩＣ

智頭南ＩＣ

国道３７３号

西粟倉ＩＣ

大原ＩＣ

国道４２９号

国道３７３号
佐用平福ＩＣ

佐用ＪＣＴ

国道５３号

駒帰交差点

坂根交差点

福原ＢＳ

国道３７３号

国道３７３号

国道３７３号

至 兵庫至 岡山

山崎ＩＣ佐用ＩＣ

国道３７３号

佐用ＴＢ
（佐用本線料金所）

下
り

上
り

鳥取県

岡山県

新河原除雪基地

市瀬除雪基地

大原除雪基地

坂根連絡所

岡山県

兵庫県

志戸坂ＴＮ

保守業者事務所

 １．除雪体制及び除雪方法  ～IC通行止め措置の迅速化～   

IC自動遮断機の設置検討 

【H28実施内容】 
・通行止め時・解除時は、手動で遮断機の開閉を実施 

【H29以降の対策】 ※赤字は新たな取り組み 

・通行止め時・解除時は、手動で遮断機の開閉を実施 

・H29から自動遮断機設計を実施 

・今後は封鎖実績の多いICから計画的に整備予定 

 

■自動遮断機整備予定箇所 

既設遮断機（手動） 自動遮断機 

鳥取自動車道 
路線図 

設置イメージ 

自動遮断機 
整備予定箇所 

：１６箇所 

鳥取ＩＣ

鳥取南ＩＣ

河原ＩＣ

用瀬ＩＣ
(用瀬PA)

智頭ＩＣ

智頭南ＩＣ

西粟倉ＩＣ

大原ＩＣ

佐用平福ＩＣ

佐用ＪＣＴ

駒帰交差点

坂根交差点

福原PA

至 兵庫至 岡山

山崎ＩＣ

志戸坂ＴＮ

佐用ＴＢ
（佐用本線料金所）

下
り

上
り

鳥取県

岡山県

岡山県

兵庫県

佐用ＩＣ

用瀬
PA

鳥取西ＩＣ

新河原除雪基地

市瀬除雪基地

大原除雪基地

坂根連絡所

保守業者事務所



対策本部 
 
 
 
 
 
 

 １．除雪体制及び除雪方法  ～除雪体制の強化と異常降雪時の除雪方法の改善～   

除雪車稼働位置の把握（ＧＰＳを活用した除雪機械の管理） 

【H28実施内容】 
・除雪機械の稼働状況を常時監視する体制を構築 
・除雪機械55台中41台に携帯型GPS (ロケ探)を設置 
・H29.2降雪時は携帯型GPS(ロケ探)専属の職員を配置 

【H29以降の対策】 ※赤字は新たな取り組み 

・除雪車両を効率的に配置可能とし、稼働状況を 
 確認できるよう見える化 
・整備局管内でGPS及び無線機を新規設置 
・H29.10末に以下を設置 
 －除雪トラック：20台 
 －除雪グレーダ：14台 
 －散布車：13台 
 －ロータリ除雪車：８台 
 －除雪ドーザ：2台     計5７台 
※無線機については散布車を除く 
※持ち込み機械には、携帯型GPS(ロケ探)を使用 

GPS 
端末 

GPS 
端末 

位置情報を収集 

指示 

指示 

各機械の 
位置情報を 

把握 

対策（本部）支部 
 
 
 
 
 
 

GPS 
端末 

GPS 
端末 

指示 

指示 

各機械の 
位置情報を 

把握 

位置情報を収集 

保守業者 
（オペレーション指示者） 

の指示 

【H29以降の対策】 ※赤字は新たな取り組み 

・除雪車へＧＰＳを新たに配備し、リアルタイムな位置
情報の把握を実施するとともに、無線機（Ｋ－λ）を
配備し、的確なオペレーションの指示を実施 

・保守業者（オペレーション指示者）の事務所への派
遣を指示し、支部と連携したオペレーション指示体制
を確保 

                                           計5７台 
※無線機については散布車を除く 



 １．除雪体制及び除雪方法  ～除雪体制の強化と異常降雪時の除雪方法の改善～   

異常降雪時の除雪体制の見直し（班編制） 

【H28実施内容】 
・24時間対応可能な除雪体制を構築 
・各ICの通行止め要員を確保し、各除雪基地等に事前待機 

【H29以降の対策】 ※赤字は新たな取り組み 

・迅速に除雪できる体制を「ﾘｰｽ＋災害対策協定業者」で確保 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・協定締結業者はH29年度、32社と締結済み） 
・除雪オペレーターの高齢化により、若手オペレーター育成への取組 
 「除雪機械の運転技術講習会」を鳥取県東伯郡湯梨浜町で10月31日に開催  

国道２９号

鳥取ＩＣ

国道５３号

国道５３号

河原ｲﾝﾀｰ線

鳥取南ＩＣ

鳥取南ＩＣ
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智頭南ＩＣ
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大原ＩＣ

国道４２９号

国道３７３号
佐用平福ＩＣ

佐用ＪＣＴ

国道５３号

駒帰交差点

坂根交差点

福原ＢＳ

国道３７３号

国道３７３号

国道３７３号

至 兵庫至 岡山

山崎ＩＣ佐用ＩＣ

国道３７３号

佐用ＴＢ
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下
り

上
り

鳥取県

岡山県

新河原SS

市瀬SS

大原SS

坂根連絡所

岡山県

兵庫県

志戸坂ＴＮ

保守業者事務所

鳥取自動車道 
路線図 

河原ＩＣ 

大原ＩＣ 

除 
雪 
優 
先 
区 
間 

ｽﾀｯｸ発生箇所 
（ほき詰橋） 

ｽﾀｯｸ発生箇所 
（笹尾高架橋） 

ｽﾀｯｸ発生箇所 
（智頭IC） 

新河原 
基地 

市瀬 
基地 

大原 
基地 

除 
雪 
工 
区 

  降 雪 時 異常降雪時 

新河原 
除雪基地 

 除雪トラック   3台  除雪トラック            3台 

 除雪グレーダ   1台  除雪グレーダ            1台 

 ロータリ除雪車  1台（運搬除雪時）         ロータリ除雪車（運搬除雪時）    1台 

 凍結防止剤散布車 1台  凍結防止散布車           1台  

 小型除雪ドーザ（用瀬PA,河原CB用）  1台（リース） 

市瀬 
除雪基地 

 除雪トラック   2台  除雪トラック            2台 

 除雪グレーダ   1台  除雪グレーダ（福原PA待機用）    1台 

 ロータリ除雪車  1台（運搬除雪時）  ロータリ除雪車（運搬除雪時）    1台 

 凍結防止剤散布車 2台  凍結防止剤散布車          2台 

   除雪ドーザ（福原PA待機用）     1台（リース） 

  
 除雪グレーダ（智頭ICランプ部用）  1台（災害対策協定業者） 
  

大原 
除雪基地 

 除雪トラック   2台  除雪トラック            2台 

 凍結防止剤散布車 1台   凍結防止剤散布車          1台 

 除雪ドーザ（坂根交差点待機用）   1台（リース） 

H29年度追加 

H29年度追加 



新たに流入する交通の抑制及び他路線への誘導方法の検討 
一般通過交通の流入を防ぐための広域的迂回路の検討 

 １．除雪体制及び除雪方法 ～異常降雪時の迂回路設定と大型車の流入抑制～   

【通行止め時に考慮すべき車両誘導について】 
・集中除雪による早期開放に向け、佐用JCTから通行 
 止めすることで鳥取道本線へ流入する車両を抑制 

協力体制の構築 

鳥取道通行止め決定 

流入車両の抑制が重要 

JCT早期閉鎖 
↓ 

初動時 
NEXCO協力 

情報提供 
↓ 

県、警察、 
NEXCO 

【Ｈ29.1豪雪時の状況】 
・鳥取自動車道、国道53号、国道373号通行止め 

島根県 

広島県 

岡山県 

兵庫県 
鳥取市 

佐用JCT 

福崎IC 

落合IC 
落合JCT 

和田山IC 

米子IC 

三次東
JCT 

宍道JCT 

【H29以降の対策】 ※赤字は新たな取り組み 

・鳥取道への大型車流入抑制に向けて、鳥取県や県警などへ 
情報提供を実施 

・佐用JCTからの通行止め実施に伴う協力体制の構築 

・広域ルートで鳥取市方面へ迂回が可能な箇所で通行止め
情報を情報板で表示  

湯原IC 

協力体制の構築

鳥取道通行止め決定

流入車両の抑制が重要

JCT早期閉鎖
↓

初動時
NEXCO協力

交通規制
↓

県警
高速隊

情報提供
↓

県、警察、
NEXCO

想定される広域迂回 

【H29以降の対策】 ※赤字は新たな取り組み 

・鳥取道への大型車流入抑制に向けて、鳥取県や県警などへ 
 情報提供を実施 
・佐用JCTからの通行止め実施に伴う協力体制の構築 
・広域ルートで鳥取市方面へ迂回が可能な箇所で通行止情 
 報を提供 
 －東方面（関西）：播但有料連絡道路 ⇒ 国道9号 
 －南方面（岡山）：国道313号 ⇒ 国道9号 
                米子自動車道 ⇒ 国道9号 
 －西方面（広島・九州）：松江自動車道 ⇒ 国道9号 

協力体制の構築 

鳥取道通行止め決定 

流入車両の抑制が重要 

JCT早期閉鎖 
↓ 

初動時 
NEXCO協力 

情報提供 
↓ 

県、警察、 
NEXCO 



 １．除雪体制及び除雪方法  ～道路監視体制の強化～   

CCTVカメラ増設の検討 

【H28実施内容】 
・H28時点で295基 
・除雪優先区間で未設置の箇所は、臨時Web 
 カメラによる対応を実施 

【H29以降の対策】 ※赤字は新たな取り組み 

・設置が必要な以下の箇所で増設 
 －除雪優先区間 
 －鳥取西道路供用区間 
 －複数の立ち往生の情報があった箇所 
 －通行止時の状況確認ができなかった箇所 

国道9号除雪優先区間 

H28年度の臨時Webカメラ設置状況 
（空港入口交差点） 

  ：CCTVカメラ増設箇所 

空港入口交差点 
1箇所 

下坂本交差点 
1箇所 

智頭IC入口 
1箇所 

【除雪優先区間で必要な箇所】 
○3箇所 
 ・国道９号の除雪優先区間 
        →空港入口交差点と下坂本交差点 
 ・鳥取道の除雪優先区間 → 智頭ＩＣ入口 
【複数の立ち往生の情報があった箇所】 
○２箇所 
 ・秋里交差点 
 ・吉成交差点 
【通行止時の状況確認ができなかった箇所】  
○２箇所  
 ・鳥取南IC ONランプ（上下） 
【鳥取西道路供用区間】 
○11箇所 
 

鳥取道 
除雪優先区間 

浜村鹿野温泉IC 
（仮称） 

青谷IC 瑞穂IC 
（仮称） 

吉岡温泉IC 
（仮称） 

鳥取西IC 

鳥取西道路供用区間 

11箇所 

秋里交差点 
1箇所 

吉成交差点 
1箇所 

鳥取南IC 
ONランプ（上下） 

2箇所 

出典：国土地理院 



スタックポイントにおける対策検討［国道373号］ 

 １．除雪体制及び除雪方法  ～立ち往生車両のための事前対策～   

H29対策内容[6月補正] 
すれ違い困難箇所等において現道対策を実施 
・融雪装置（新設）智頭地区 H30完(予定) 
             郷原地区(上り線)H29年12月完 
                   (下り線)H30完 
・消雪施設（新設）2箇所 H30完(予定)設計中 
・消雪施設（修繕）2箇所 H29年11月完(工事中) 
・堆雪帯  （新設）4箇所 H30完(予定)設計中 
・ガードパイプ設置  3区間 H29年12月完(工事中) 

無散水融雪施設 
(智頭)L=45m 

無散水融雪施設 
(郷原)L=40m 

消雪施設(郷原) 
L=940m 

消雪施設(智頭) 
L=755m 

堆雪帯(智頭) 
L=400m 

堆雪帯(毛谷) 
L=700m 

堆雪帯(篠坂) 
L=500m 

堆雪帯(大内) 
L=1,000m ガードパイプ化 

(郷原～大内) 
L=920m 

ガードパイプ化 
(尾見～智頭南) 
L=920m 

ガードパイプ化 
(福原～駒帰) 
L=1,560m 

消雪パイプ修繕 
[取水施設](中原) 

消雪パイプ修繕 
[取水施設](駒帰) 

京橋交差点 

駒帰交差点 

智頭南IC 

スタック 
発生箇所 

スタック 
発生箇所 

スタック 
発生箇所 

すれ違い 
困難箇所 

すれ違い 
困難箇所 

山木橋 
(拡幅工事) 
H31年度末完 

郷原交差点 

ガードパイプ化（堆雪の排除） 

 地熱利用による無散水融雪装置(事例)  

設置事例 

(工法事例) 



R 

除雪車稼働位置の把握（GPSを活用した除雪機械の管理） 

 １．除雪体制及び除雪方法  ～除雪体制の強化と異常降雪時の除雪方法の改善～   

システム導入による効果 
 現在、GPS設置率は３５％であり、除雪管理に
十分効果を発揮していない。 
 
新システム導入により 
・雪みちナビとの併用で除雪状況の一元管理化 
・応援除雪等の詳細な検討が可能となる 

除雪機械の位置
を表示 

時間毎の軌跡を
表示 

雪みちナビと 
連携 

 GPSシステム整備 
 【～H28】→現行のGPSシステム 
   「ロケ探」により、県所有機械を主に配備 
            （例年約９０台登録） 
 【H29以降】→新規GPSシステムを構築 
          （H29.12月供用開始 
   県車道除雪機全台（民間借上機含む）に 
  GPSを配備（車道除雪機２５６台登録） 

G 



除雪体制の見直し［国道373号］ 

 １．除雪体制の見直し～立ち往生車両のための事前対策～   

無散水融雪施設 
(智頭)L=100m 

京橋交差点 

智頭南IC 

排雪場（増設） 

排雪場（既設） 

西側エリア 

排雪場（増設） 

東側エリア 

郷原交差点 

馬渡瀬橋待避所 
(チェーン脱着場) 

駒帰交差点 

除雪機械の投入機種・台数（表中の数字は投入台数を示す）
凍結防止剤

散布車

除雪トラック

（ｸﾞﾚｰﾀﾞ含む）
ロータリー

小型ショベル､

バックホウ

ダンプトラック

（排雪用）

1 1 1 - -

西側エリア 2 1 1 1

東側エリア 1 1 1 1

H28年度

　H29以降
　　　豪雪時

1

路面監視カメラ(増設)

路面監視カメラ(既設)　

雪置き場(増設)

雪置き場(既設)

凡　　　例

H29対策内容 
＜除雪機械＞ １班（２台）⇒ ２班（7台） 
 西側エリアと東側エリアの２班体制の計７台による機械で

対応し、除雪作業の効率化を図る。 
＜雪置き場＞ １箇所 ⇒ ４箇所 
 ３箇所増設し、東西各エリアで２箇所（計4箇所）の排

雪場を確保。 
＜路面監視カメラ＞ ３箇所 ⇒ 10箇所 
 スタック発生箇所等の７箇所のカメラを増設し、交通状況、

路面積雪状況の監視体制を強化する。 

計７台 



積雪等観測装置増設の検討 

 １．除雪体制及び除雪方法  ～道路監視体制の強化～   

増設による効果 
 交通の要所に加え、除雪工区毎に
バランスよく機器を配置。 
増設により 
・除雪仕上げ厚基準の策定 
 →仕上げの管理 
・GPSとの併用で除雪状況の 
 一元管理化 

除雪機械の位置
を表示 

時間毎の軌跡を
表示 

雪みちナビと 
連携 

 積雪等観測装置増設 
 【～H29当初】 
  県内１６９箇所(～H28 153台、H29 16台) 
 
 【H29 6月補正】 
  機器を99台 追加設置⇒H29.12月供用開始 
   新設(カメラ+雪量計(積雪計、温度計)) 59台 
   新設(カメラ) 11台 
   追加(既設カメラに雪量計を追加) 29台 



 １．除雪体制及び除雪方法～異常降雪時の迂回路設定と大型車の流入抑制～   

一般道への大型車流入抑制方法の検討［国道373号］ 

智頭南ＩＣ 

智頭ＩＣ 

智頭東交差点 

西粟倉村 美作市 津山市 

智  頭  町 

西粟倉ＩＣ 

一般道［国道373号］への大型車両流入抑制対策 

H29対策内容 
 
 
 
 

 
 
 
 

鳥取道（佐用JCT～河原IC間）通行止め 

国道373号 佐用方面への車通行止め 
・志戸坂トンネル(県境部)が全面通行止めのため、佐用方 
 面への全車両（生活車両除く）を対象に通行規制。 
・佐用方面に向かう車両は智頭東交差点で、国道53号へ 
 の迂回を誘導。 

国道373号（佐用方向） 
車通行止め 

（生活車両を除く） 

駒帰交差点 

志戸坂トンネル 



 ２．各関係機関との情報共有   

気象現況、気象予測、道路・交通、体制状況の情報共有 
ホットラインによる円滑な連絡体制の構築（強化） 

職員の相互派遣による情報収集 

【H28実施内容】 
・大雪が想定された場合、関係機関との連絡会議を開催し、情報共有 
・災害時の緊急連絡先として、関係機関の幹部職員及び災害対応職員の連絡先一覧（ホットラインリスト）を作成 
・鳥取河川国道事務所及び鳥取県の職員を相互に派遣し、情報収集体制を構築 

【H29以降の対策】 ※赤字は新たな取り組み 

・H28の取組を継続 

・ホットラインリストをH29年度版に更新（10月に時点修正） 

～各関係機関が連携した情報収集体制の強化～  
～ホットラインの構築～  
 

【連絡会議開設の判断基準】※以下の①または②に該当する場合 

①気象庁より「大雪に関する気象情報」が発表された場合 
②幹事会を構成する各機関からの要請を受け、会長が必要と判断した

場合 

【連絡会議の開催】 
 
 
 
 

【連絡会議の内容】 
○気象情報の説明 
○共有する情報の内容確認 
○各関係機関の体制確認 

【構成員】 

国土交通省 鳥取河川国道事務所 
岡山国道事務所 

県・市町村 鳥取県 
鳥取県土整備事務所 
八頭県土整備事務所 
鳥取市 
智頭町 
岡山県 
勝英地域事務所 
西粟倉村 
美作市 

警察 鳥取県警 
鳥取県警察高速隊 
智頭警察署 
岡山県警 
岡山県警察高速隊 
美作警察署 
兵庫県警察高速隊 

NEXCO 西日本高速道路（株）福崎高速道路事務所 
津山高速道路事務所 

気象庁 鳥取地方気象台 
岡山地方気象台 



【H29以降改善】 
各機関からの情報収集・配信の様式は、以下に統一する 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ２．各関係機関との情報共有  ～連絡会議による情報の一元化と定期共有～ 

各関係機関からの情報を集約し、定期に配信 

【H28実施内容】 
・緊急事象が発生した場合は、直ちに関係機関に情報提供（FAX）（H29.2実績：48回） 
・関係機関からの情報を集約し、定期的（3時間毎）に各関係機関に情報提供（FAX）（H29.2実績：37回） 

【H29以降の対策】 ※赤字は新たな取り組み 

・H28の取組を継続 
・各機関からの情報収集・配信様式の統一 

H28配布チラシ 

様式－１ 支部長 副支部長 班長 班長

２月１２日１０時００分現在　

機関名 継続／完 発生（発見）日時 路線名 場所（地点名） 道路状況等

鳥取河川国道 継続 H29.2.10　20:08～ 鳥取自動車道 大原IC（鳥取方面） 黒（シャーベット）

鳥取河川国道 継続 H29.2.12　4:30～
R9

(上り）
鳥取市青谷町青谷
（長尾トンネル西）

グレー

鳥取河川国道 継続 H29.2.12　8:45
R29

(下り）
鳥取市菖蒲
（鳥取IC入口交差点）

グレー

鳥取河川国道 継続 H29.2.12　8:53
R9

(上り）

岩美郡岩美町河崎
（道の駅「きなんせ岩
美」）

圧雪

鳥取河川国道 継続 H29.2.12　9:00
R9

（上り）
鳥取市浜坂
（覚寺ＯＮランプ）

道路冠水
軽自動車(1)が動けない状態

鳥取河川国道 完了 H29.2.12　9:03
R9

（上り）
鳥取市気高町浜村
（浜村雪寒基地付近）

圧雪

鳥取河川国道 継続
H29.2.12　9:18
（CCTV確認）

R29
（下り）

鳥取市徳尾
（119k000）

片側２車線、通行に影響無し

パーキング内で大型トラック立ち往生。出口
を塞いでいる。
（本人からの通報）

消雪用水の水が溜まっている。
通行に支障あり。

大型トラック立ち往生。
（浜村署からの通報）
自然片側通行状態
9:50 グレーダーにて牽引　完了

軽自動車故障？
警察に通報

鳥取河川国道事務所の道路・交通状況についての情報（第２１報）

備　　考（可能な限り詳細に）

冬用タイヤ指導実施中

倒木
自然片側通行状態
（職員がＣＣＴＶにて発見）
撤去作業手配済み
6:43 応急処置作業完了

県道からの左折途中で立ち往生。片側２車
線であり、通行に影響無し。

関係機関から随時提供された情報を、定期的(3時間毎)に 
各関係機関に情報提供(FAX) ：37回（H29.2実績） 

緊急事象が発生した場合の情報提供(FAX)： 
48回（H29.2実績） 

情報の発信（緊急情報） 

情報の収集・共有（一元化と定期共有） 

【課題】 
・各機関から収集した情報の様式がバラバラであったため、 
 見づらいとの意見 

【関係機関で共有する情報】 
・災害対策法の区間指定・廃止 
・通行止めに関する情報 
・迂回可能な道路情報 
・交通障害などの発生状況 
・除雪・路面状況 

※国が関係機関からの情報を収集し、フィードバック 

【事象発生後の情報共有の方法及び内容】 
連絡会議連絡先一覧表により、次の内容をFAXする。 
 ①発／完  ②発生日時  ③路線名  
 ④場所(地点名) ⑤道路状況等  ⑥備考 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 ３．一般住民やドライバーへの情報提供 

マスコミとの連携・協力の検討 
情報提供手段の検討（トリピーメール、防災アプリ、HP） 

コンビニ、ガソリンスタンド等による情報提供 
滞留車両への物資支援時の情報提供 

【H28実施内容】 
・道路情報を定期的に記者発表（19回） 
・ホームページのトップ画面に道路情報を集約し掲載 
・コンビニ及びガソリンスタンド等に通行止め情報を提供(FAX)し、道路利用者に 
 情報提供（鳥取県内：50店舗、鳥取道に通じる岡山県・兵庫県内：6店舗） 
・立ち往生車両に食料等の配布を行うとともに道路情報をチラシにて提供 
・JARTICと連携し冬用タイヤ装着や外出抑制の呼びかけ(テレビ･ラジオ370回） 

【H29以降の対策】 ※赤字は新たな取り組み 

・H28の取組を継続 
・ドライバーのニーズ（通行止め状況・解除見通し等）にあった情報提供を実施 
・鳥取県の情報提供ツール（トリピーメール、防災アプリ等）との連携 

～住民・ドライバー・企業等が求める 
           情報の迅速な提供～   

Yahoo防災アプリ画面 

鳥取河川国道HP 
（携帯、スマホ版サイ

ト含む）の 

「鳥取県内道路ライブ
カメラ」で情報提供 

【H29以降改善案】道路交通情報の提供方法（鳥取県の情報提供ツールとの連携） 

地域を運転中の 
ドライバー 

情報が必要な人 

住民 
道路通行止他情報 

（県HP）へリンク 

天気予報 
（気象庁ＨＰ）へリンク 

その他関係HPへリンク 

様々な手段で周知 
・新聞広告 
・免許センターに 
 チラシ配布依頼 
・トラック協会へ送付 
・チラシ直接配布 
・ハイウェイ・鳥取 
 に掲載 

鳥取河川国道 
よりＦＡＸ等による 

情報提供 

鳥取県 
トリピーメール 

トリッター 
Yahoo防災アプリ 

JARTIC 
HP・テレビ･ラジオ 



 ３．一般住民やドライバーへの情報提供  ～広域的な迂回路情報の提供～ 

隣接県や高速道路会社と連携した広域的な迂回路情報提供の検討 
道路情報板の有効活用 

【H28実施内容】 
H29.1の通行止め時は、道路情報板で情報を提供 
 【佐用JCT付近の例】 
 
 
 
 
 
 

【H29以降の対策】 ※赤字は新たな取り組み 

・迂回可能な箇所での通行止め情報の提供 
 －他の道路管理者の道路情報板利用により通

行止め情報の  提供を実施 
・情報提供手段の検討 
 －鳥取県が提携するトリピーメール、防災アプリ

等と連携し、通行止め情報の提供を実施 

鳥取自動車道 

中国縦貫 
自動車道 

佐用JCT 佐用JCT 
下り側 

佐用JCT
上り側 

佐用料金所 

佐用平福IC 

佐用平福
IC下り側 

NEXCO 島根県圏域 兵庫県圏域 

本局、事務所 

広域の情報を収集 広域の情報を収集 

【H29以降改善案】広域迂回路等の情報提供（案） 

情報板の提供内容の改善 
（どこでどんな情報を出すか） 

新規情報提供手段の活用 

【鳥取県】 
・ﾄﾘﾋﾟｰﾒｰﾙ 
・防災アプリ 
・雪道ナビ  等 

鳥取道 
佐用JCTー河原 

雪 通行止 

NEXCO 

島根県圏域 

兵庫県圏域 

協力依頼 

表示イメージ 

【H29以降改善案】広域的な情報提供位置（情報板） 

Yahoo防災アプリ画面 

通行止め情報
を提供 

想定される広域迂回 



 ３．一般住民やドライバーへの情報提供  

市町村の提供媒体を活用した行動抑制情報の提供 
広報車（市町村）、防災無線の活用の検討 

【H28実施内容】 
・特になし 【H29以降の対策】 ※赤字は新たな取り組み 

・さまざまな情報提供手段を用いて、情報提供する。 
 －ラジオ、ホームページ 
 －防災行政無線（屋外スピーカー、個別受信機） 
 －広報車 
 －トリピーメール 

※H29.9.11「雪害発生時の支援策に関する会議」で調整済 

自治体への依頼内容（案） 

～不要不急の外出を控える呼び掛け等 
          行動抑制情報の提供～   
   

鳥取市：屋外スピーカー 
八頭町：防災無線戸別受信機 
智頭町：戸別受信機 
若桜町：戸別受信機 

【課題】 
・地域住民だけでなく、対象地域にいる人（訪
問者（ドライバー））の全てが情報を受取る
ことができる提供方法が必要である。 

地域を運転中の 
ドライバー 

情報が必要な人 

住民 

ラジオ 

ホームページ 

防災無線 
（屋外スピーカー、 

個別受信機） 

広報車 

トリピーメール 



 ４．広域支援など異常降雪時の支援体制強化 

異常降雪が発生した場合の広域的な除雪支援体制の構築 
災害協定業者等の活用による機械、資機材、人員の確保 

【H28実施内容】 
・他地整による鳥取道の応援除雪(2/11～2/14) 
・他地整による歩道の応援除雪(2/14～2/15) 
・NEXCOによる鳥取道の応援除雪(1/24～1/25) 
・NEXCOによる鳥取道の応援除雪(2/11～2/13) 
・他事務所による市道の応援除雪(2/13～2/14)  

【H29以降の対策】 ※赤字は新たな取り組み 

・H28の取組を継続 

・除雪が困難となり、管内の交通が途絶する恐れがある
場合、他地整、ＮＥＸＣＯに機械・オペレータの支援
を要請。 

 

～異常降雪時の広域除雪支援体制強化～ 
～災害協定業者等の活用～    

他事務所による市道の 
応援除雪 

他地整による歩道の 
応援除雪 

他地整による鳥取道の 
応援除雪  

NEXCOによる鳥取道の 
応援除雪 広域的な除雪支援体制の構築 

機械、資機材、人員の確保 

【H28実施内容】 
・災害協定業者（28社）と以下を実施 
 －立ち往生車両への物資配布 
 －交通誘導、立ち往生車両の排除支援 
 －拡幅除雪（排雪運搬）支援 
 －千代川河川敷での排雪場整備支援 
 －歩道の啓開除雪支援        等 

【H29以降の対策】 ※赤字は新たな取り組み 

・異常な降雪（地方気象台・気象予測）が想定される場合は 

 事前に災害協定業者に除雪機械の派遣を要請する。 

・協定締結応募業者を更に確保するため、二次募集を実施 

  （H29年度は32社と締結済み） 

島根県

広島県

岡山県

兵庫県
鳥取市

佐用JCT

福崎IC

落合IC
落合JCT

和田山IC

米子IC

三次東
JCT

宍道JCT

湯原IC

【H29以降改善案】 
・広域の迂回路設定も踏まえ、他地整、隣接県、 
 NEXCO等との支援体制・連絡体制を強化 

鳥取道の広域迂回路（想定） 



 ５．長時間発生した際のドライバー支援  

ドライバー支援に対する各関係機関の連携・協力 
支援物資の調達・備蓄と集中除雪に合わせた配布方法の検討 

【H28実施内容】 
・以下の箇所で、支援物資を配布 
 ー鳥取自動車道 ほき詰橋付近  (1/23) 
 ー国道53号 智頭IC入口前後 (1/24) 
 ー国道373号 志戸坂TN付近 (1/24) 
 ー国道9号 八束水交差点付近 (2/11) 

【H29以降の対策】 ※赤字は新たな取り組み 

・H29.9.11に「雪害発生時の支援策に関する会議」を開催。 
支援が必要な場合は、国、県、市町村、災害協定業者で連携
協力するということを確認した。                       
・市町村は避難所、集会所等の休憩場所を提供する。     
・国・県・市町村が協力し支援物資の調達・配布、避難所      
への誘導等を行う。 

～ドライバー支援体制の強化と 
事前準備による各種支援策～  

至
米
子 

至
鳥
取 

八
束
水
交
差
点 

酒
ノ
津
ト
ン
ネ
ル
付
近 

滞留車両 約６ｋｍ(2月12日 0:00時点) 

浜村署を基地に 
国及び県職員で物資を配布 

浜村署 

交通誘導の応援 
(Ｕターン・迂回路案内など) 

浜村鹿野温泉IC 
(仮称) 

瑞穂IC 
(仮称) 

2月11日18時30分 ～ 2月12日3時00分 
交通誘導及び物資配布等を38名で実施  

物資配布の状況 
(H29.2.11実施) 

【必要とされる物資】 
・食料（おにぎり、パン） 
・飲み物（水） 
・トイレットペーパー 
・折畳式簡易トイレ 
・毛布 
・紙おむつ（大人用、子ども用） 
・ガソリン、軽油 



 ■ 異常降雪を想定した行動計画（タイムライン） 



 ■ 異常降雪を想定した行動計画（タイムライン） 



 ■異常降雪を想定した行動計画（タイムライン） 


